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平成 18年度 

 「とても住みやすい」と答えた人の割合は、70歳以上で最も高く 34.0％となっている。また、“住

みやすい”と答えた人の割合は、全ての年齢層で８割を超えている。 

 

平成 16年度、平成 17年度との比較 

 「とても住みやすい」と答えた人の割合は、16年度から 18年度にかけて 20歳代では増加してい

るが、60 歳代以上では減少している。また、“住みやすい”と答えた人の割合は 17 年度から 18年

度にかけて全ての年齢層で減少しており、中でも 60歳代は 5.2 ポイント減少している。 
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平成 18年度 

 「とても住みやすい」と答えた人の割合は、津・久居（32.8％）、伊勢志摩（30.3％）、四日市（30.0％）、

松阪・紀勢（29.1％）で高く約３割となっているのに対し、伊賀や尾鷲、熊野では２割未満にとど

まっている。また、“住みやすい”と答えた人の割合は、伊勢志摩（87.3％）、津・久居（86.8％）

で高く約９割を占めている。 

 一方、尾鷲（70.5％）、熊野（66.9％）、伊賀（66.2％）では、“住みやすい”と答えた人の割合

が約７割と、県全体と比較して低くなっている。 

 

 

平成 16年度、平成 17年度との比較 

 「とても住みやすい」と答えた人の割合は、17年度と比べ四日市、伊勢志摩、熊野を除く全ての

地域で減少している。“住みやすい”と答えた人の割合は、伊賀、尾鷲、熊野では県全体と比較し

て低く推移している。また、17 年度から 18 年度にかけて伊勢志摩を除く全ての地域で減少してお

り、伊賀で 10.0 ポイント、鈴鹿・亀山で 5.6 ポイント、津・久居で 4.7 ポイント減少している。 
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平成 18年度 

 生活創造圏別では、「今の場所に住み続けたい」と答えた人の割合は、津・久居（68.7％）、松阪・

紀勢（67.0％）、伊勢志摩（65.6％）で約７割と高くなっているのに対し、伊賀では 54.5％と定住

意向は低くなっている。 

 

平成 16年度、平成 17年度との比較 

 「今の場所に住み続けたい」と答えた人の割合は、四日市、松阪・紀勢、熊野では 17 年度に比

べて増加しているのに対し、桑名・員弁、伊賀、津・久居、伊勢志摩、尾鷲では減少している。特

に伊賀では 10.4 ポイント減少している。 

 






